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2005 年には約 20 万人であったことを考えると、そ
の伸びは実に 1.5 倍にもなる。さらに、この調査が
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40 ～ 60 歳代の参加者の AMS スコアと生体応答を
検討した。その結果、標高 1,300m から 3,650m へ
の移動による SpO2 の低下と AMSスコアの上昇は、
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海外高峰トレッキング時の動脈血酸素飽和度の低下と急性高山病ス

































ら山頂まで…例えば 3,000 ｍに泊まれば 3,700 ｍま
でを何時間ぐらいかけるのかを教えてほしいです。
近藤：うちのツアーの場合ですと、大体五合目を出




































































に 1度 10 分ぐらいの休憩を。参加者の様子を見な
がら臨機応変におこなっています。


























































所研究センター所長のDr. Robert Roach 博士（急性高山病スコ
アの確立者） アリストテレスとオリンポスの山






















live submerged at the bottom of an ocean of the 













り、結果的に酸素分圧は 760 × 0.21 という式から
159mmHg という値が算出される。同様に、富士山
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療法として挙げられるのが、アセザゾラミド（125-







る。我々の研究室も 5 年ほど前には、10 数名のラ
ボメンバーがいる中規模の所帯であった。残念なが

























体が高所に慣れはじめ、脈拍は平均 100 回 / 分前後




























































































































































１）Wilderness Medical Society Consensus 





































































20 歳代で 200 拍 / 分、60 歳代では 160 拍 / 分、80
歳代で 140 拍 / 分である。また、筋肉量は 20 歳代

















ば、20 歳代で 12.5kcal/ 分、60 歳代で 6.5kcal/ 分、





























の結果、上りは 4メートル高度 / 分のペースで、最
大エネルギー消費量の 50 － 60% で登っていた。さ
らに、その際の心拍数をみると登り始めは最大心拍










































































4) 5 カ月間の運動継続率が 90％以上と通常の歩行ト
レーニングの 60％より著しく高い。



































トを、5回 / 日以上、4日 / 週以上を繰り返すが、こ
の基準量を、1日の通勤、買い物の行き帰りと分け
て実施してもいいし、週末にまとめて実施してもよ





 1) 10 歳歳をとると 10%体力が低下するのだから、
逆に 10 歳若返った気分になる。













































































































































































































































し、頂上へ 4時間ぐらいかけて 10 時頃到着します。





































































































































副所長 古屋  正人
? 35 ?
前列 左から　近藤 光一、能勢 博、大城 和恵、堀内 雅弘、Andrew Subudhi、岡﨑 和伸
後列 左から　赤塚 慎、濱 泰一、小笠原 輝、長谷川 達也、宇野 忠、倉沢 恵理子、













































日時：平成 26 年 11 月 15 日（土） 
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私は赤血球が非常に高く、脈拍は 60 回 / 分しかありませんが、富士登山（いわゆる弾丸でしたが）の際
に高山病（おう吐）になりました。1000m近いところで生活していてもこのような体でも高山病になる
ことが少し分かりました。20 才までは高山病になりませんでした。
もう少し時間をかけて説明頂くとより分かりやすくなったと思います。より科学的な内容であったことは
興味深かったと考えます。
高山病は脱水症状からおきているということ。ハワイのマウナケアの時もガイドさんが話していたことを
思い出しました。
アンケート回答
講演者（堀内）へのコメント
講演者（近藤）へのコメント
講演者（岡崎）へのコメント
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
? 43 ?
講演者（Subudhi）へのコメント
分圧、気圧と酸素濃度の話という最も基本的な説明から入っていただき、学力のない私でもなんとかつい
て行けました。素晴らしい研究のお話をありがとうございました。
科学的な話はよくわからなかった。様々な可能性が考えられることを知った。
資料としてスライドデータがほしかった。
専門すぎて理解しきれない？
ちょっと難しかった。荒筋は分かったが。
もっとべんきょうします !!
専門的な話が聞けたのが良かった。
英語がわからない。内容がむずかしい。ついていけない。
予防はシンプルで新鮮さはなかったが、結論が分かり易かったのはおもしろかった。
結論は従来から言われている高度順化や無理をしないか？
予防・対策のアドバイスはとても良かった。
少しむずかしかったです。低酸素で脳血流上昇し、血液脳関門透過に関わること以上はわかっていないこ
とが理解できました。
むずかしかった。
話の構成が理解に役立った。
アリストテレスの高山病について、特に文献紹介、病状についての最初の報告書など貴重な講演に感謝し
ます。パスカルの実験（気圧変化）ダルトン法則等学生時代に学んだ実験の話など大変にたのしく聞くこ
とが出来ました。
講演者（大城）へのコメント
富士山での実際の事例のお話は、今後の仕事に大変役立ちました。また薬、高度の話や他の山での登山の
話など、大変勉強になりました。（低体温に対するプラティパスを用いた応用など）三浦さんが美人先生
とおっしゃってた通りですね。
現場の意見が聞けるのが良かった。
聞きやすく、わかりやすかった。キレイな方でした。
実体験による資料による説明に共感
テレビで三浦さんの登頂に協力した時の様子を見て、興味を持った先生が今日講義をされ、大変感激して
います。
大変分かりやすい解説で有益だった。
でも富士山は 1日で登っておりる山なんだけど。
登山の実践（ご自身の体験）に基づいているので、大変興味を引く内容であった。
やさしく話されてよく理解できた。
富士山に限らず、登山全般に役立つ内容が良かった。
自分の高山病の原因がほんとによくわかりました。今後、登山する人にもアドバイスできると思います。
高山病、脱水症について、対症方法が少しわかり、現場での様子実体験を含め大変に楽しく、知識を持つ
ことが出来た。富士登山を望む人達に参考的に話しが出来ると思われる。
講演者（能勢）へのコメント
笑いを交えて、大変楽しく聞かせて頂きました。こんな楽しい方とは思っていませんでした。走れない高
齢になったら、実践したい。
講義を聞いて自然に体が動きたいと言っているようだ。
大変（ためになる）話だった。
富士山登山に直接的に参考になる話でした。
講演者（Subudhi）へのコメント
講演者（大城）へのコメント
講演者（能勢）へのコメント
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
? 44 ?
1 度実技の講習会があるといいですね。（CD/DVDでもできそう）
コマーシャルベースに傾いたか？
もう少し登山に特化してほしかった。
インターバル速歩を実せんしようと思いました。膝に対する常識と思っていたことが全部正しいとは限ら
ないことが判りました。
登山以外の研究内容の紹介もあり、参考になった。
登山に関する科学的測定した話を実際的に教えをもらいました。特に熟年者に取って理解出来た（マシン
トレーニングの効果を理解出来た）。インターバル速歩のトレーニングの重要性を知ることが出来た。
時間がなくて参加できませんが、大変興味深かったです。残念でした。メディアでも紹介されていた、こ
のインターバル速歩、体験してみたいです。長野ではさかんに行われていて、健康に寄与していると伺っ
ています。富士吉田でも広めたい。
・
・
・
・
・
・
・
? 45 ?
山梨県富士山科学研究所国際シンポジウム２０１４実行委員会設置要綱
（名称）
第１条 　この会は、山梨県富士山科学研究所国際シンポジウム２０１４実行委員会（以下、委員会という。）
と称する。
（目的）
第２条 　委員会は、山梨県富士山科学研究所国際シンポジウム (以下、国際シンポジウムという。）の開催
に必要な準備等を行い、円滑な運営に資することを目的とする。
（事業）
第３条 　委員会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。
（1） 国際シンポジウムの準備、開催及び運営に関すること。
（2） その他、前条の目的を達成するために必要な事項に関すること。
（組織）
第４条 　委員会は、委員若干名で構成する。
２　委員は、山梨県富士山科学研究所長が委嘱する。
（役員の職務）
第５条 　委員長は、委員会を代表し、会務を統括する。
２　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が定めた順序によりその職
務を代理する。
（会議）
第６条　委員会の会議は、委員長が召集して議長となる。
（事務局）
第７条　委員会の事務を処理するため、山梨県富士山科学研究所内に事務局を置く。
２　事務局に事務局長及び若干名の事務局員を置く。
３　事務局長及び事務局員は、委員長が任命する。
（経費）
第８条　委員会の経費は、補助金、負担金及びその他の収入をもって充てる。
（財務処理）
第９条　委員会の会計に関し必要な事項は、委員長が別に定めるもののほか、山梨県の財務に関する諸規定
の例による。
（その他）
第１０条　この要綱の定めるもののほか委員会の運営に必要な事項は、委員長が別に定める。
? 46 ?
別表
山梨県富士山科学研究所国際シンポジウム２０１４実行委員会委員および事務局
? 47 ?
山梨県富士山科学研究所国際シンポジウム２０１４実行委員会事務処理規程
（目的）
第１条 　この規定は、山梨県富士山科学研究所国際シンポジウム２０１４実行委員会（以下、委員会という。）
の事務に関して、必要な事項を定めるものとする。
（事務局の職務）
第２条 　事務局は委員会の運営等に関する事務を処理する。
２　事務局長は委員長の命を受けて委員会の事務運営を掌理する。
３　事務局員は上司の命を受けて委員会の事務を処理する。
（専決）
第３条 　事務局長は、次の事務を専決することができる。
（1）事務局の運営に関すること
（2）通知、催告、申請、報告、届出、照会及び回答を行うこと
（3）契約の締結及びその変更を行うこと
（4）広報に関すること
（5）予算の流用に関すること
（6）収入及び支出に関すること
（口座の設定）
第４条 　諸収入の収納は、金融機関に口座を設定し、当該口座により行うものとする。
（収入及び支出）
第５条 諸収入を収入するときは、適正な収入であるか等を調査し収入するものとする。
２　支出を行うときは、支出伺いを作成し、適正な支出であるか等を審査確認の上、債権者に対して支出す
るものとする。
（準用）
第６条　この規定に定めるもののほか事務処理に必要な事項は、山梨県の諸規定の例による。
附則
　この要綱は、平成２６年１０月１日から施行する。
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